
妊娠内密相談センターの対応状況について

資料４



設置目的・運営体制等

（1）設置目的
予期せぬ妊娠に悩む方や特に支援を必要とする妊婦等に対し、専門職が伴走型相談支援を行うほか、

男女を問わず性や生殖に関する健康教育を総合的に進め、ライフステージに応じた切れ目のない支援を
実施すること。

（2）事業概要
・思春期、妊娠・出産、不妊・不育等に関する専門職による相談
・生殖や妊娠・出産に係る正しい知識等に関する講演会
・児童・生徒向けの性に関する教育等を行う専門家等に対する研修 等

（3）運営体制
・相 談 員：保健師2名、社会福祉士2名、心理士1名、事務職1名
・電 話 相 談：096－366－3060

8時30分から17時15分まで受付
夜間・土日・祝日はにんしんＳＯＳ熊本（産前・産後母子支援事業 受託者）が対応

・メール相談：naimitsusoudan@city.kumamoto.lg.jp
24時間受付（夜間・休日等は翌営業日の対応）



相談状況・その他の活動状況

〇 相談状況（令和６年2月29日時点） 延べ件数 〇 その他の活動状況

妊娠・避妊に関する相談 43

思いがけない妊娠 252

中絶について 47

妊娠・出産前後の不安 99

出産・養育について 116

その他 16

計 573

主な相談内容 計
➢ 性に関する支援者向け研修会：

教職員、助産師など約140人を対象に実施

➢ 性に関する講演会：

中学生、高校生約60人を対象に実施

➢ 広報活動：

市政だより、市ホームページ、

市公式ＬＩＮＥ等のＳＮＳでの広報、

はたちの記念式典への出展、

広報用カード29,000枚超を配布
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